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今 月 は 社会福祉士　畑山　賢二です

『高齢者のどんな
  施設があるのか？』

～利用するにはどんな要件があって、どこに手続きしたらいいのか？～
　施設には、次のようにさまざまな種類と利用に伴う制度・法律上の要件もあります。

　今回は在宅生活や在宅介護が大変になった場合を想定して、次のとおり各施設について説明いた

します。

※この他にもありますが、上ノ国町近隣で現在利用率の高い施設のみ参考掲載しております。

ご不明な点などがあれば、上ノ国町役場　保健福祉課　地域包括支援センターまでご連絡ください。

施設の種類 概　　　要 留意事項
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介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム）

利用要件：「要介護１」以上の方。

要介護者に対し、入浴、排せつ、食事等の介

護その他日常生活上の世話などを行う施設。

○介護認定を受け要件に

該当すれば利用できま

す。

○申し込みは直接施設へ

行います。

○利用は基本的に申込順

ではなく入所の必要性

の高い方から優先して

入所になります。

○利用料は施設ごとに、

また利用者の要介護度

や収入の状況等によっ

て異なります。直接施

設に確認ください。

※左の（■）がついてい

る施設は、原則として、

住んでいる町にある施

設の利用となります。

かみのくに荘、えさし荘、あっさぶ荘、おとべ荘　など

介護老人保健施設

利用要件：「要介護１」以上の方。

要介護者に対し、看護、医学的管理の下にお

ける介護及び機能訓練その他医療並びに日

常生活上の世話などを行う施設。

カタセールえさし（江差町）、いさりび（木古内町）　など

地域密着型特定施設

入居者生活介護

（ケアハウスなど）

利用要件：「要介護１」以上の方。

少人数の入居者に対し、年齢や家庭環境によ

り独立した生活に不安があり、家族による援

助が困難な方を対象とした施設。

ケアハウスかもめ荘（江差町）　など

■認知症対応型共同

　生活介護

（グループホーム）

利用要件：「要支援２」以上の方。

認知症高齢者が家庭的な雰囲気の中で認知

症の進行を緩和し、共同生活を送りながら、

入浴、排せつ、食事等の介護その他日常生活

上の世話などを行う施設。

グループホーム勝山、グループホームおだやか　など

老
人
福
祉
法
（
措
置
）

養護老人ホーム

常時の介護を必要としない原則として６５

歳以上の方で環境上、経済的事情などによっ

て在宅での生活が困難、または適当でない人

のための入所施設です。（所得制限あり）

○判定委員会の結果に基

づき、市町村が措置決

定します。

ひのき荘（江差町）　など

※介護保険施設などと違い、単に「入りたい」などの理由で利用する事はできず単に「入りたい」などの理由で利用する事はできず、利用要件に該当し、

その必要性について判定委員会で決定されることにより「行政措置」として利用する施設「行政措置」として利用する施設です。
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